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株主総会スケジュールから逆算してスケジュール設定

フィードバック評価の実施フレーム設計

評価項目の整理と
体制検討

•評価スケジュールの
調整

•評価項目（全体、
個人）の設定

•アンケート等の設計

取締役会・委員会
の評価

•評価項目に従い、
アンケート・ヒアリン
グを実施（取締役
会、委員会それぞ
れに実施）

取締役に対する個
別評価

•取締役間の相互
評価（アンケート
等で実施）

•評価責任者による
個別面談

評価結果の整理と
フィードバック

•評価結果を取りま
とめフィードバックと
次年度へ活用
（委員会、人員構
成、質的向上）

【ステップ・スケジュール】

【想定される期待効果】

•2015年のコーポレートガバナンス・コードを契機に、モニタリングモデルを意識した取締役会の
機能強化が進み、その一環として社外取締役の任用が進みつつある。この結果、一部上場
の9割以上が複数の社外取締役を選任している。

•今後、東証市場改革、およびそれに伴うコーポレートガバナンス・コード改訂により、社外取
締役の増員が進むと思われるが、一方で取締役会・委員会が実際に期待された役割を果
たしているか、その評価も重要になりつつある。

•なお、モニタリングモデルにおいて、社外取締役は重要であるため、そのパフォーマンス評価も
必要。米国・英国では実効性評価で社外取締役の評価を行うことが一般的である。

取締役会
機能向上

•定期的な評価とフィード
バックによる、取締役会・
委員会の監督機能向上

取締役の
質的担保

•ｽｷﾙﾏﾄﾘｯｸｽとの併用で取
締役の事前・事後評価、
質的担保を実現

第三者
目線での
評価

•特に、社外取締役の個
別評価について、外部目
線で公正な評価を実施

ﾎﾞｰﾄﾞ
ｻｸｾｯｼｮﾝ
との連動

•中長期での社外取締役
の任用計画も含めた、監
督機能の維持

【背景・概要】

サービス紹介
取締役会・委員会の実効性評価支援



モニタリングモデルにおける実効性評価の位置付け

◼ 取締役会・実効性評価の位置付けは、モニタリングモデルにおいて取締役会や委員会が適切な監督を果たし

ているかを確認するものであり、究極的には個々の取締役が適切なパフォーマンスを発揮しているかに帰結する

ものである。

実効性評価の実施ステップ

◼ 現段階では、多くの日本企業は、モニタリングモデルを指向しつつも、一定の意思決定を取締役会で実施する

ハイブリッドモデルである。そのため、当社では、現状に適合する形で実効性評価を支援する（なお、必要に応

じて評価を実施することも可能）。

2015年のコーポレートガバナンス・コード以来、企業におけるガバナンス改革が進む

特に、モニタリングモデルを意識した、「取締役会の監督機能の強化」が重要なテーマに

取締役会・委員会に
マッチした独立社外取締役のアサイン

経営環境、事業戦略に即した
取締役会・委員会

（監督機能の定期的な点検）

独立社外取締役の
さらなるレベルアップ

取締役会が自律的かつ継続的に監督機能を発揮する仕組みが必要（ボード・サクセッション）

独立社外取締役による監督体制を
中長期で維持するためのプランと

人材プールの形成

取締役会・委員会の
機能維持・向上にマッチした
独立社外取締役のアサインと
個々のレベルアップ

実効性評価の実施と
効果的なフィードバック

資本市場の変容や、ESG/SDGsの浸透、アフターコロナ化の企業行動変化において、監督機能はより重要なファクターへ

モニタリングモデルが確立する米英企業においても、取締役会の監督機能維持は重要課題。
このため、筆頭独立社外取締役や指名委員会において、「ボード・サクセッション」を検討し、開示することが一般的に

実効性評価

評価項目
（例）

プロセス

役割・機能

• 取締役会、各委員会の役
割・機能が共有されてい
るか

• 議題は、役割・機能に即
して設定されているか
（役割・機能を逸脱して
いないか）

構成員

• 取締役会・委員会の規模、
人員構成（スキル・任
期・多様性）は適切か

• 個々の構成員に対する負
荷は適切か

パフォーマンス

• 取締役会、委員会は適切
な役割を発揮できたか

• 取締役会議長、委員会議
長等はリーダーシップを
発揮できたか

• 個々の取締役は取締役会
や委員会において積極的
に貢献しているか

体制・プロセス

• 議事進行
• 議題、資料などの事前事
後の共有

• 取締役間の情報共有
• シニアエグゼクティブと
の情報共有

• 事務局のフォロー体制

取締役・委員会の
年度運営計画

サクセッション
プラン

• 評価方針（ス
コープ、項目・
スケジュールな
ど）の検討

• 各種情報収集
✓議事録・陪席
✓アンケート
✓インタビュー
✓プロセス確認

• 結果の取りまと
めと議論
✓取締役会
✓委員会
✓執行サイド
✓取締役個人

• フィードバックと今
後の対応策
✓取締役会・委員会
✓取締役個人
✓サポート体制

取締役会（含む委員会）が当初想定した機能を果たしているかを評価し、結果をもとに次年度およ
び中長期の取締役会・委員会および構成員の在り方を検討する

ボード・サクセッション
中長期視点での取締役会（委員会）の機能を発揮し続ける取締役構成、アサイン、人材の獲得計画
についてトータルで計画する


